
はじめに
本事業は、白山市と本学との包括連携協定に基づ

いた事業の一環として実施しているものである。
新ゼミでは松任駅南側地区に立地する白山市の文

化施設や「まっとうまちなか商店街」の店舗への来訪
者の回遊性を作り出し、同地区の賑わい創出につな
がる活動を行ってきた。2024年度は「SDGs11 住み
続けられるまちづくりを」を目標に、2024年10月13
日にまっとうまちなか協同組合が白山市の支援を
受けて実施する「白山・松任つるべとられて秋祭り
2024」の中でプレイスメイキング（居心地の良い場
づくり）の考え方をベースにした SDGs の普及啓発
に取組んだ。

活動内容
・SDGsスタンプラリーの実施
プレイスメイキングの８つの場要素の一つである

「巡り場」創出を目的とした SDGs スタンプラリーを
実施した。松任駅から徒歩15分～ 20分の範囲にあ
る商店（9店舗）、文化施設（4施設）に設置されたシー
ルを7枚以上集めた上で、アンケートに協力いただ
いた先着300人の方に商店街の各店舗の商品等を贈
呈した。店舗、文化施設には SDGs ポップを掲示し、
参加者に SDGs を学んでもらった。
・フェアトレード活動の啓発
金沢のフェアトレードショップである「アジール」

の商品をスタンプラリーの景品の一つとし、贈呈す
る際にフェアトレードと SDGs の説明をすることに
より啓発を行った。
・フードドライブの実施
食品を持ってきた人にシールを1枚贈呈した。集

まった食品は白山市社会福祉協議会に提供した。

パートナーシップによる活動
「秋祭り」は松任駅南側地区の大規模イベントとい
うことで、商店街の役員の方を実行委員長として、白
山市の関係各課、白山商工会議所、松任高校、社会福
祉法人佛子園、金沢星稜大学新ゼミ、牧野ゼミ、同大

学短期大学部辰巳ゼミからなる実行委員会が組織さ
れ、2024年6月18日を皮切りに６回の打ち合わせを
行った。

成果、結果の考察
当日は晴天で、「秋祭り」には約3,000人もの人がつ
めかけ、スタンプラリー参加者も午前中で定員の300
人に達し、盛況であった。アンケート調査の自由記述
では、「地元ですが、意外といったことのない施設に行
けたのでよかった。」、「SDGs を楽しみながら学べて
いいと思いました。」といった感想を多くいただき、巡
り場創出や SDGs の普及啓発といった本活動の目標
は一定程度達成できたのではないかと考えている。ま
た、多様なステークホルダーとの関係性を構築できた
ことは学生のキャリア形成にとっても有益であった。
なお、本活動は、2025年2月1日に行われた環境省

EPO 中部主催の「SDGs 学生サミット」にて発表し
た。また、4月には白山市への報告会でも発表するこ
ととしている。
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